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作図ツール (GC/Win)を使った教材の作成について 

１ 直線等の作図 

 (1)２点を通る直線等の作図 

  ・右のように選択し，適当な 

   場所でクリックして２点を 

とる 

   とり終わったらEscキー 

  ・右のように選択する 

 

 ・２点を選択すれば直線が引ける 

    

 

 

 

 

 

  ＊線分の場合も同様 

  ＊半直線の場合は，最初に選択した点が「端の点」になる 

 

 

 

 (2)直線に平行で１点を通る直線の作図 

・直線と１点を用意しておく 

  ・右のように選択する 

  ・直線と１点を順に選択する 

 

＊直線に垂直で１点を通る直線の場合 

も同様 

 

  ＊作図をやりなおすときは，右のように選択すると 

   最後に行った作図が削除される 

   （後で出てくる「測定」についても同様） 

 

 

 

(選択の方法) 

・赤色の点はもう一度クリックすれ 

ば青に変わり決定 

・色の付いてない点は二度クリック

すれば，点が赤→青となり決定 

 

点をドラッグことで自由に変形できる 
線の部分でドラッグすると，平行移動ができる 
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２ 三角形における作図 

   自由に新しい３点をとり，各点を 

線分で結び三角形を作る 

 

 

 (1)垂直二等分線を引く 

  ・右のように選択する 

  ・辺を選択する 

 

 

 

 

 (2)角の二等分線を引く   

  ・右のように選択する 

  ・角を選択する 

    

 

 

 

 

 

 (3)点Ａから辺ＢＣに垂線を引く 

 ・右のように選択する 

  ・最初に辺ＢＣを，次に点Ａを選 

   択する 

 

 

 

３ 円における作図 

 (1)中心と１点より円を作図 

 ・自由に新しい点を２点とる 

・右のように選択する 

  ・最初に中心を，次に円周上の点を 

選択する  

 

 

(選択の方法) 

・角の表記と同様の順序で，３点

を選択する 

点をドラッグすることで，中心の

位置や半径を変えることができる 
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 (2)中心と半径より円を作図 

・右のように選択する 

  ・最初に中心を，次に半径の数値を入力する 

意図する半径の値を下のボックスに入力 

 

 

 

              

  ＊既存の変数から選択することもできる 

 

 

 

 (3)３点より円を作図 

・右のように選択する 

  ・３点を選択する 

 

 

 

 

 

 (4)直径より円を作図（文字式の利用の問題） 

  ・線分ＡＢを作る 

  ・「作図」→「円」→「直径」 線分ＡＢを選択する → 円ができる 

  ・「作図」→「点」→「新しい点の追加」→「直線上に新しい点」 

   線分ＡＢを選択すると，点Ｃが線分ＡＢ上に取れる 

  ・線分ＡＣ，ＣＢを作図する（線分ＡＢと重なり見かけ上はわからない） 

  ・線分ＡＣ，ＣＢを直径とする円を作図する 

   「作図」→「円」→「直径」 上下の方向キー（↑，↓）を使って線分ＡＣの 

   部分が赤色になるように選択 → Enterキー 

   を押すと線分ＡＣを直径とする円ができる。  

   同様に，線分ＣＢを直径とする円も作図する。 

 

 

 

 

 

・点Ｃの位置をいろいろと変化させる 
・中の円の数を増やし，問題を発展させ

るとよい 
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 (5)１点を通る円の接線の作図 

・円と点を用意する 

・右のように選択する 

・最初に点を，次に円を選択する 

点が円周上であれば接線は１本， 

 円の外部であれば接線は２本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6)円周角・中心角の作図と角度の測定 

・中心と１点より円を作図する 

  ・中心を「Ｏ」，１点を「Ａ」とする 

   点を右クリックし，「点の属性の設定」 

   の「名前」に入力する 

 

 

  ・円周上に２点Ｂ，Ｐをとる 

右のように選択する 

   点を追加する円を 

選択する 

（点の名前を変える）  

  ・線分ＡＰ，ＢＰ， 

ＡＯ，ＢＯを引く 

（次の図を参考に） 

＊作業が繰り返しになるので，「Ctrl」＋「R」キーを使う 
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  ・∠ＡＰＢと∠ＡＯＢの角度を測定する 

 

 

 

 

   ＊測定値の表示が小さいので， 

「オプション」→「フォント」→ 

「サイズ」で変更する 

 

   ＊測定値の桁数は， 

「オプション」→「測定値の桁数」   

→「表示桁数の設定」で変更する 

 

   ＊各点をドラッグすると図を変形できる 

      点Ａ，Ｏ→円の大きさ  点Ｂ→弧ＡＢの長さ  点Ｐ→円周角の位置 

   

これは，「円周角の定理」の教材になる 

点Ｐは，「円周上の点」という条件であるが， 

「フリーにする」こともできる（点上で右クリック） 

 

 

４ 四角形における作図 

 (1)平行四辺形の作図 

 ・自由に新しい点Ａ，Ｂ，Ｃをとり， 

線分ＡＢ，ＢＣを引く 

・右のように選択する 

 ①点Ａを通りＢＣに平行な直線を引く 

 

 

 

 

 

 

②同様に，点Ｃを通りＡＢに平行な直線を引く 

 

 

(選択の方法) 

・角の表記と同様の順序で，３点

を選択する 

(選択の方法) 

・まず辺ＢＣが赤線になっていればクリックして決定 

 そうでなければＢＣをクリック，さらにクリックして決定 

・次に点Ａを選択すると，平行線が引ける 
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  ・①と②の交点をＤとする 

右のように選択する 

 

 

  ・直線ＡＤ，ＣＤを表示しないようにする。その前に線分ＡＤ，ＣＤを引く。 

  次に，「編集」→「直線」と選択  直線ＡＤを選択する 

  「直線の属性の設定」で「色」→「書かない」として「設定」 

 

 

 

 

 

 

   直線ＣＤも同様に設定する 

 

 

  これで平行四辺形ＡＢＣＤのでき上がり。点Ａ，Ｂ，Ｃはドラッグでき，その動き 

に対応して点Ｄが平行四辺形を保つように動く。 

 

 (2)長方形の作図 

 ・自由な新しい点Ａ，Ｂをとり，線分ＡＢを引く 

・下のように選択し，点Ａ，Ｂから線分ＡＢに垂線を引く 

 

 

 

 

 

 

・右のように選択し， 

点Ｂを通る垂線の 

上に点Ｃをとる 

 

 

  ・右のように点Ｃから対辺に垂線を引く 

   線分ＡＤ，ＢＣを引き，直線ＡＤ， 

   ＢＣの「色」を「書かない」に設定 
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これで長方形ＡＢＣＤのでき上がり。点Ａ，Ｂは自由に動かせる点 

点Ｃは直線ＢＣ上に限って動かせる 

点Ｄは他の点に付随して動く点で，単独では動かせない 

 

 (3)正方形の作図（三平方の定理の導入の教材） 

 ・自由に新しい点Ａ，Ｂ，Ｃをとり，三角形ＡＢＣを作る 

・△ＡＢＣの外側に３つの正方形を作図する 

・下のように選択→「数値の選択」で「４」を入力し「ＯＫ」 

 

 

 

 

 

 

  ・正方形の１辺を選択すると，正方形ができる 

   三角形と重なる場合は，頂点の選択順を変える 

 

  ・３つの正方形の面積を測定する 

右のように選択する 

正方形の４つの頂点を選択する 

 

 

 

 

 

 

教材例 （一次関数の利用：長方形の周上を動く点） 
 ＡＢ，ＢＣ上に，新しい点をとり，線分ＰＡ，ＰＤを作図する 
 点Ｐを動かして問題を追究する 
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 (4)分点の作図（中点連結定理の利用の教材） 

 ・自由に新しい点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄをとり，四角形ＡＢＣＤを作る 

・各辺の中点の作図 

右のように選択→ 

 

 

 

   辺を選択→「数値の選択」で「２」を入力→「ＯＫ」 

   中点が作られる 

   同様の操作を繰り返し，各辺の中点をとる 

 

  ・四角形ＥＦＧＨを作る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは移動が可能で様々な形の四角形について，中点どうしを結ん 

だ四角形の形について考察することができる 

対角線ＡＣをあらかじめ引いておき，「色」を「書かない」に設定しておくとよい 
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５ ズームについて 

  授業で指導をする際には，なるべく簡単な操作で教材の提示や変更等が行なえるの 

 がよい。そこで，有効なのがファンクションキーを使った操作。 

  ここでは，画面のズームについて取り上げる。 

 

 

  

  （例）円と直線が接するとは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｆ３         → 画面が２倍に拡大 

 Ｓｈｉｆｔ ＋ Ｆ３ → 画面が半分に縮小 

問い 円と直線は接しているだろうか？ 

 

（ほとんどの生徒は接すると答える） 
     Ｆ３キーを押す 

 

（迷う生徒が出てくる） 

  さらにＦ３キーを押す 

 
これで接してないことがわかり，接するということはどういう

ことなのかを，数学的に表現しようという課題につなげる 
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６ 軌跡について 

  点や線をドラッグして移動した際，その移動した道筋を表示したい時に 

 使うとよい。 

  次の２つの条件が満たされているとき，ドラッグすると軌跡が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  （活用例）円周角の定理 

 

 

 

 

 

 

 

 

①点や直線等の属性の設定で軌跡の色（赤，緑…）が選択されている。 

 

 
 
 
 

②軌跡が「ＯＮ」の状態になっている 
 

 

通常は「書かない」の設定になっている 
そこで，次のように操作する 

・点の編集  → Ｆ２ 

・直線の編集 → Ｓｈｉｆｔ ＋ Ｆ２ 

・円の編集  → Ｃｔｒｌ ＋ Ｆ２ 

編集する点等をクリックして選択し，「軌跡の

色」を決める 

（右クリックから「編集」を選んでもよい） 

 

・Ｆ９で軌跡が表示，もう一度Ｆ９を押すと非表示 

・Ｓｈｉｆｔ ＋ Ｆ９で軌跡を消すことができる 

 ∠ＡＣＢは６０°である。点Ｐが∠ＡＰＢ＝６０°を満たす場合， 
点Ｐはどのような位置にあるといえるか。 

 

 ∠ＡＰＢ＝６０°となるように，点Ｐをド

ラッグした結果が軌跡として残る。 
 点を線分ＡＢから遠ざけると角度が小さ

くなり，近づけると角度が大きくなることが

実感としてとらえられる。「条件を満たす場

合，点Ｐは円周を描くのでは」という予想に

つながる。 
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  （授業例）三角形の内接円 

学習のねらい 発問と生徒の反応，学習内容等 学習支援と留意点等 

 
２辺に接する
円 
・作図ツールを
活用すること
で，様々な円に
ついて調べる

ことができる。
２円に接する
ための条件を
把握させる 
 
 
 
 
 
 
 
・直観的にとら

えただけの生
徒がいると思
われるので証
明を行い，演繹
的に考えさせ
る 
 
 
 
 
 
 
 
三角形の内接
円 
・三角形の内部
にすっきりと
おさまる円を

作図させ，その
美しさにふれ
させたい 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

・ＯＰ⊥ＡＢ，ＯＱ⊥ＢＣになる 
（点Ｐ，Ｑは接点） 
・ＯＰ，ＯＱはともに半径なので等しい 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
・中心は∠ＡＢＣの二等分線上にある 
 

 
 
 
 

・２つの角の二等分線の交点が中心になる 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
・ＣＰの操作で得た
ヒントを元に，作図
をさせる 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
・課題①を発展 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
・三角形の内接円と
いうことを教える 
（時間があれば傍接
円についてもふれ

る） 

①２辺に接する円をかこう 

（ワークシート） 
生徒一人一人がＣＰを操作し

課題を追究する 
（辺ＢＣに接する円Ｏをいろ

いろな位置に動かし，２円に接

するための条件を考えさせる） 
＊点Ｏの軌跡を表示させる 

 どんなことがわかるか？ 

∠ＡＢＣの二等分線上に

中心をとれば，必ず２辺に

接する円が描けるのか？ 

（証明が必要） 
【結論】ＯＰ＝ＯＱ 
 
→三角形の合同を利用 
直角三角形の斜辺と１つ

の鋭角がそれぞれ等しい 

②３辺に接する円をかこう 

（ワークシート） ＣＰの操作で課題を達

成する条件を考えさせ

る（２辺ＢＡ，ＢＣに

接する場合の中心Ｏの

軌跡とＣＢ，ＣＡに接

する場合の中心Ｏの軌

跡を手がかりとする） 
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７ 変形（複数の点を動かす） 

  １つの点だけでなく，いくつかの点を同時に移動させることができる。 

 (1)平行四辺形を平行移動させる 

  ・平行四辺形ＡＢＣＤを作る 

  ・「変形」→「複数の点を動かす」 

  ・Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄと順にクリックすると，各点に 

   四角の印ができる 

  ・この状態で，画面の任意の点をクリックする 

   → その位置に点Ａがきて，平行四辺形が移動する 

    

 

 

 

 

 

 

 (2)移動の軌跡を表示する 

  ・各点の軌跡の色を指定する 

   点の上で「右クリック」→「編集」→ 

   「軌跡の色」を決める 

  ・Ｆ９キーを押し，軌跡の表示をＯＮにする 

  ・「変形」→「複数の点を動かす」 

  ・Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄと順にクリックし，点Ａを上方 

   にドラッグすると，次の図のように軌跡が表示される 

  ・Ｓｈｉｆｔ ＋ Ｆ９で軌跡を消すことができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平行移動をやめる時は

Ｅｓｃキー 

線分の軌跡も表示

した場合 
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８ 移動・変換 

  次の表に示すような，移動・変換が可能である。 

 操作は，「作図」→「移動・変換」 

 

 

 

 

 

 

 (1)教材例 

 

 

 

 

 

  ・直線ｍを対称の軸として，点Ａを線対称移動する 

   「作図」→「移動・変換」→「点→点」→「線対称移動」 

   点Ａを選択，次に対称軸の直線ｍを選択すると，対称点が作図できる 

   対称点をＡ´とし， 

   線分Ａ´Ｐをかく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)平行四辺形の作図 

  ・３点Ａ，Ｂ，Ｏをとり，点Ｏを対称の中心にする 

  ・「作図」→「移動・変換」→「点→点」→「点対称移動」  

   点Ａを選択し，点Ｏを選択 → 点Ａの点Ｏを中心とする点対称な点ができる 

   同様に，点Ｂについても行なう 

  ・「作図」→「線分，多角形」→「多角形」→ 平行四辺形を作図する 

 

 

回転移動 点→点 線→線 円→円 

線対称移動 点→点 線→線 円→円 

点対称移動 点→点 線→線 円→円 

平行移動 点→点 線→線 円→円 

円に関する反転 点→点   

 右の図で，ＡＰ＋ＢＰを最短に

するには，点Ｐを直線ｍ上のどこ

にとればよいか 

点Ｐの位置を動かしな

がら問題を考える 
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９ 図形の追加 

  画面上に複数の図形を並べて，授業を進めたいときに便利である。 

 

  (例) 

   ①右図のような教材を作り，保存する 

 

   ②「ファイル」→「図形の追加」 

    ①で保存したファイルを開く 

 

 

   ③同じものが同じ位置で重なっているので，１つを重ならない位置に移動させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ④その教材を「上書き保存」し，「ファイル」→「図形の追加」で上書き保存し 

    たファイルを開き，上に来ている図形を移動させる 

 

 

 

 

「平行四辺形の性質」

や「平行四辺形になる

条件」をまとめたりす

るときに，黒板に提示

するとよい 
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10 その他 

 (1)主なショートカットメニュー 

 

Ａ 座標軸の表示，非表示  ヘルプ(マニュアル) 

Ｄ １点を動かす Ｃｔｒｌ＋ 
Ｆ１ 

作図手続きの再生 

Ｅ 複数の点を動かす  点の編集 

Ｆ 自由な新しい点の追加 Shift＋ 直線の編集 

Ｍ 図形の追加 Ｃｔｒｌ＋ 

 

Ｆ２ 

円の編集 

Ｎ 新規作成  画面を２倍に拡大 

Ｏ 例の読み込み Shift＋ 画面を半分に縮小 

Ｐ 印刷 Ｃｔｒｌ＋ 

 

Ｆ３ 

標準に戻す 

Ｒ 繰り返し  Ｆ８ 落書き機能 

Ｓ 保存  軌跡 On/Off 

Ｕ 最後抹消 Shift＋ 軌跡消去 

Ｃｔｒｌ＋ 

Ｖ 変数の値を変える Ｃｔｒｌ＋ 

 

Ｆ９ 

軌跡の設定の解除 

 

 (2)測定値の表示 

  ・Ｐ．７では右図のように正方形の面積の 

   測定値を求めたが，この値の表示・非表示の 

   方法は次のように行なう 

   「編集」→「変数」→「すべて表示」or「すべて非表示」or「個別に設定」 

 
  ＊測定値の一部を表示・非表示したいとき 

   ①「個別に設定」をクリック 

   ②ex.□ＡＦＧＣの測定値を非表示 

    □ＡＦＧＣをダブルクリック→「OK」 

   ③「非表示」→「設定」 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
③ 
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 (3)設定値の入出力 

 

 

 

 

  例えば，通常起動した時に右図のように 

 表示される時がある。 

  これでは記号や測定値が小さいため， 

 「オプション」の「フォント」で文字の 

 サイズを大きくしたり，座標軸が不要なの 

 で「座標軸の表示」をなしにするといった 

 設定が必要になる。 

 

 

  そこで，上記の設定を行なった後で， 

 右のように操作を行なう。 

  「オプション」→「設定値の入出力」 

  →「ファイルに保存」 

 

  ファイルをいったん閉じて，再び開くと 

 下図のように，上記の設定で表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業で作図ツールを使うときには，記号や測定値をはっきりと見えるよ

うにして提示する 
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 (4)「GC/Win」のインストール方法 

  まず，インターネットより「GC/Win」をダウンロード 
   Googleで「飯島研究室」と検索 → 愛教大:飯島研究室をクリック 

（http://www.auemath.aichi-edu.ac.jp/teacher/iijima/iijima.htm） 
  下の の部分をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
      デスクトップ等に保存 

 
 
 

 

 
＊「GC/Win」は，「愛知教育大学 飯島康之教授」が開発，フリーウェアであり，学校・
教育機関等における複製・再配布が許可されている。 

このアイコンから

インストール 

デスクトップ上に

ショートカットが

作成される 


